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研究分野：歴史学 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：日本史・医療史・女性史・ジェンダー・国際研究者交流・アメリカ合衆国 
 
１．研究計画の概要 
（１）男女の生理的・身体的差異、特に女性

の出産や月経に伴なう身体性が穢と意識さ

れて女性の地位の周縁化にどのような影響

を与えたかを明らかにする。具体的には感染

症や出産、尼、遊女、祭礼などを取り上げて、

広く事例を分析する。 
（２）上記の意識がその後も女人結界や女人

禁制に帰結していった歴史的実態を明らか

にする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）アンケート調査 
  初年度に、疾病・出産・葬送・祭礼と穢れ

に関する習俗について、アンケート調査を行

った。 
（２）現地調査 
 全国各地の現地研究者の協力を得て、九

州・山陽・山陰・北陸・近畿・中部・関東・

東北の、様々な穢れに関わる習俗の事例を調

査してきた。調査にあたっては地元の方々へ

の聞き取りや、地方史研究者などとの学術交

流も行った。 
（３）研究会 
 分担研究者・連携研究者・ゲストスピーカ

ーによる研究報告会を重ね、感染症・出産・

宗教・祭礼などと女性差別の問題について討

議をすすめてきた。研究開始当初は血穢へ注

目して研究を進めてきたが、感染症にもジェ

ンダーやバイヤスが影響した病気観がある

ことや、母乳にも穢れ意識が関与しているこ

となど、女性の身体的穢れは血穢に収斂しき

れない問題をはらんでいることが明らかに

なってきた。現在、さらに多角的に検討を重

ねることで、女性の歴史的な穢れの多様性を

明らかにすることをめざしている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 その理由は、各地の女性の穢れに関わる事

例調査を、現地研究者の協力を得て行った。

研究会についても、分担研究・連携研究者ほ

ぼ全員が研究報告を行うとともに、関連分野

のゲストスピーカーを招いて通算１３回行

い、研究討議を重ねてきた。これらの研究成

果は、計１３回にわたりニューズレターを発

行することを通じて、細かに総括を重ねてき

た。現在は最終報告書作成をめざして研究集

約に入る体制にある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）北海道と四国地域の習俗に関する女性

史の視点からの調査を、現地研究者との協力

を得て行う。 
（２）個々の研究成果を全体で共有するため

に、夏に研究報告会を開催し、そこでの討議

をもとに、各自で研究成果を集約した論文の

執筆を行い、三月末を目処に報告集を作成す

る。 
（３）研究成果を専門外の人にアピールする

ための、研究ダイジェスト映像を作成する。

作成は連携研究者である栗山茂久教授（ハー

バード大）に依頼。 
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